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環境経営レポート

　エコアクション２１

　報告期間：2022年9月～2023年8月

株式会社　エィティシー



1.組織の概要

(1) 名称及び代表者名
株式会社エィティシー
代表取締役社長　新井　まき江

(2) 所在地
本社事業部　群馬県伊勢崎市境伊与久663-1
カチオン事業部　群馬県伊勢崎市境伊与久3295

(3) 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　専務取締役　増田　勝之　 TEL：0270-76-1020
担当者　専務取締役　増田　勝之 TEL：0270-76-1020

FAX：0270-76-1021
ホームページアドレス http://atc-japan.co.jp

(4) 事業内容
本社事業部　　　　　　　医療用機器・建設材の溶剤・粉体塗装の金属一般塗装
カチオン事業部　　　　車両機器・自動車部品のカチオン塗装

(5) 事業の規模
設立
資本金　　
年商額 13億円（2022年8月期）

(6) 事業の規模
主要製品生産量 3,268,930台

従業員　　　　　15名 68名
延床面積　　　2,000㎡ 2,910㎡
敷地面積　　　2,000㎡ 7,000㎡

(7) 事業年度 9月～8月

2.認証・登録の対象組織・活動

登録組織名：    株式会社　エィティシー
対象組織：   　　本社事業部、カチオン事業部

対象活動:  　　車両機器・自動車部品のカチオン塗装と医療機器・建設材の溶剤・粉体塗装
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取組の対象組織・活動

（本社事業部） （カチオン事業部）

1967年11月3日
1,000万円

http://atc-japan.co.jp/


3.対象組織・活動 作成日：令和3年12月24日

役割・責任・権限
代表取締役 ・環境経営に関する統括責任。

・環境管理責任者を任命。
・課題とチャンスの明確化。
・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知。
・環境目標・環境活動計画書を承認。
・代表者による全体の評価と見直し・指示を実施。
・環境活動レポートの承認。
・環境への取組みを実施する為、必要な人員、設備、費用等を準備する。

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理。
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認。
・環境目標・環境活動計画書を確認。
・環境活動の取組結果を代表者へ報告
・環境活動レポートの確認。

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局。

・環境目標、環境活動計画書原案のの作成。
・環境活動の実績集計。
・環境関連法規等取りまとめ表の作成。
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施。
・環境関連の外部コミュニケーション。

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚。
・問題点の発見、是正、予防処置。
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加。
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カチオン事業部

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施。

・環境活動レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

EA21環境事務局

代表取締役社長

環境管理責任者

組織図

本社事業部

製造課 品管課 業務課業務課製造課 品管課



(理念)

株式会社エィティシーは、お客様や会社から信頼と満足をしていただける車輌機器・自動車部品・カチオン
電着塗装及び溶剤・紛体塗装部品を提供するにあたり、環境と調和した企業活動を行い、循環型社会
の実現に貢献します。

(方針)

1.環境経営に積極的に取組むために、環境経営システムを構築し、環境関連の法令、条例等を
　遵守すると共に、地域・業界・顧客の環境関連要求事項に配慮し、継続的な環境活動の改善を
　図ります。

2.環境への取組として、環境目標及び活動計画に下記の重点項目を定め、上項に整合した
　活動を行います。
1）電力及び燃料使用の省エネルギーに取り組み、二酸化炭素排出量の削減を促進
2）再生資源の利用・廃棄物の分別に取り組み、廃棄物排出量の削減を推進
3）現場・作業場の用水利用の管理に取り組み、排水量・水使用量の」削減を推進
4）化学物質使用量の削減を推進
5）環境負荷の少ない製品を提供

3.この環境方針を全従業員に周知し、環境保全への意識の向上に努めます。

令和3年12月24日

株式会社エィティシー

代表取締役社長　 新井　まき江
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環境経営方針



1.環境目標と環境負荷設定

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

基準年 目　標 目　標 目　標

1,469,247 1,454,555 2021年基準 2021年基準

-1 -2 -3

ｋＷｈ 1,287,344 1,274,471 2021年基準 2021年基準

削減比
率（％） -1 -2 -3

Ｌ 28,350 28,067 2021年基準 2021年基準

削減比
率（％） -1 -2 -3

kg 298,093 295,112 2021年基準 2021年基準

削減比
率（％） -1 -2 -3

t 164 162.36 2021年基準 2021年基準

削減比
率（％） -1 -2 -3

kg 3841 3803 2021年基準 2021年基準

削減比
率（％） -1 -2 -3

kg 7,395 7,321 2021年基準 2021年基準

削減比
率（％） -1 -2 -3

ｍ3 36,028 35,668 2021年基準 2021年基準

削減比
率（％） -1 -2 -3

人 －－－

＊電力排出係数：東京電力＝0.455ｋｇ－CO2/ｋＷｈ
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（5）水使用
慮の
削減

排水量の削減

（5）自らが生産・販売・提供す
る製品の環境性能の向上

2022年度品質改善計画書によるライン
リーダーの向上

（2）産業廃
棄物
削減

産業廃棄物の削減
（汚泥）

（3）化学物
質削減

化学物質使用量の
削減

（4）産業廃
棄物
削減

産業廃棄物の削減
（一般ごみ）

4.環境目標

環境目標
項目

項目名 単位

（1）二酸化
炭素
削減

二酸化炭素排出量
の削減

ｋｇー
ＣＯ２

電気使用量の削減

ガソリン、軽油の使
用量削減

化石燃料（LPG）の
削減



2021年度を基準年として、2022年度の実績及び評価を記載いたしました。

1.環境目標と実績、評価

2021年度 2022年度 2022年度

基準年 目　標 実　績

1,469,246 1,454,554 1,429,709

-1 -1.7%

ｋＷｈ 1,287,344 1,274,471 1,355,085

削減比率
（％） -1 6.3%

Ｌ 28,350 28,067 30,454

削減比
率（％）

-1 8.5%

kg 298,093 295,112 262,707

削減比率
（％） -1 -11%

t 164 162 149

削減比
率（％）

-1 -8%

kg 3841 3,803 4,202

削減比
率（％）

-1 10.5%

kg 7,395 7,321 7,271

削減比率
（％） -1 -0.7%

ｍ3 36,028 35,668 32,461

削減比
率（％）

-1 -9.0%

人 －－－ 1 1
個人力量評価表にて評価
する
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（5）水使
用量の削

減
排水量の削減 〇

設備清掃用具の改善により、短時
間で清掃が出来、水使用量削減
が出来た。

（5）自らが生産・販売・提供
する製品の環境性能の向
上

○

（3）化学
物質削減

化学物質使用
量の削減

×
予備脱脂、本脱脂に乾燥防止
シートを槽内に取付けた事で、乾
燥防止が出来効果がでた。

（4）産業
廃棄物
削減

産業廃棄物の
削減　（一般ご

み）

ｺﾞﾐ分別意識向上で一般廃物の削
減が出来た。

（2）産業
廃棄物削

減

産業廃棄物の
削減（汚泥）

〇 達成できなかった

（1）二酸
化炭素削

減

二酸化炭素排
出量の削減

各部署の計画的取り組みで大きな
成果がでたと思います。

電気使用量の
削減

×
工場内・通路等のLED化により
使用量削減ができている

アイドリングストップなどのＰＲ効果
もあり効果が出ている。

化石燃料
（LPG）の削減

〇
計画的メンテナンスの結果、化石
燃料の削減が出来た。

評価

ガソリン、軽油
の使用量の削

減
×

5.環境目標及び実績、評価

環境目標
項目

項目名 単位 結果

ｋｇー
ＣＯ２

〇



12ヶ月間の活動計画・評価を報告いたします。

1.環境活動計画
＊評価判断：○良く出来た　△まあ出来た　Ｘ全く出来ない

環境目標 環境活動計画 実施結果

工場照明LED化

街路灯照明LED化

作業台照明LED化

通路照明ＬＥＤ化

事務所照明ＬＥＤ化

アイドリングストップ強化

配送会社への業務委託

納品、引取りを取引先に依頼する

大型トラックから4ｔ便に変更

省エネ走行遵守指導

電極弁修繕

脱脂熱交ﾌﾟﾚｰﾄ定期清掃

予備脱脂乾燥防止シート追加

本脱脂乾燥防止シート追加

設備改善アイテムの抽出

作業不良低減活動

空き缶の有価引取り

工程内不良ワースト5工程改善

ﾊﾝｶﾞｰ爪改善で不良低減活動

予備脱脂乾燥防止シート追加

本脱脂乾燥防止シート追加

ｺﾞﾐ分別意識向上、ＰＲ活動

取引先へ分別協力依頼活動

清掃用具改善による時間削減

高圧洗浄機の活用

設備ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時の節水活動

設備ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時のこまめな節水

油漏洩処置対応共育

トラック燃料漏れ有無確認共育

特別教育・資格取得・更新のため研修会参加

備考
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6.環境活動計画・評価および次年度の取組み

取り組み評価

電力の削減 ○

自動車燃料の削減 ○

継続して実施

工場内・通路・事務所等の照明ＬＥＤ
化により効果が出た。

次年度の取組

アイドリングストップ強化、ＰＲ活動な
どにより成果がでた。

環境教育 ○ 環境年間活動計画に沿って活用進める。

水使用量の削減

産業廃棄物の削減
（一般ごみ）

化石燃料の削減 ○

産業廃棄物の削減 ○

化学物質の削減 ○

○

○
清掃用具改善で清掃時間を短縮す
る事で効果がでた。次年度も継続実
施

ゴミの分別意識向上で廃棄物を削減
だきた。次年度も継続実施

予備脱脂、本脱脂に乾燥防止シートを槽
内に取付けた事で、乾燥防止が出来効果

がでた。

次年度も継続実施

次年度の取組

継続して実施

次年度の取組

継続して実施

予備脱脂、本脱脂乾燥防止シート追
加削減が出来た。

次年度の取組

継続して実施

ハンガー爪改善で製品廃却を低減出
来た。



1.環境関連法規則

2.環境関連法法規への違反、訴訟等の有無

当社に適用される環境関連法規制の遵守状況を確認した結果、違反のない事を確認しました。

尚、これらの法規制に対する関係機関からの違反の指摘及び関連する訴訟等は過去３年間

有りません。

＊環境活動計画に沿った活動を進めた結果、環境目標を達成する事が出来た更に改善項目を

積み上げ環境目標達成に取り組み、地球環境に優しい企業を目指して行きます。
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消防法 適合

群馬県の生活環境を保全する条例 適合

7.代表による全体評価と見直し・指示の結果

フロン排出抑制法 適合

特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に
関する法律（ＰＲＴＲ法）

適合

毒物及び劇物取扱法 適合

振動規制法 適合

水質汚濁防止法（水濁法） 適合

浄化槽法 適合

7.環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結
果並びに違反、訴訟等の有無

法規制等名称 遵守状況の確認・評価

廃棄物の処理及び清掃に関する法律【廃棄物処理法） 適合

騒音規制法 適合


